
（指定管理者が記入する様式）

収入の部 （税込、単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

108,279,000 108,279,000 108,279,000 0 横浜市より
27,867,000 27,867,000 12,445,700 15,421,300

482,000 482,000 505,184  23,184
6,476,000 6,476,000 1,835,984 4,640,016
1,222,000 0 1,222,000 13,645,104  12,423,104

印刷代 163,000 163,000 61,560 101,440
自動販売機手数料 433,000 433,000 195,788 237,212
駐車場利用料収入 0 0
その他（ ） 626,000 626,000 13,387,756  12,761,756 コロナウィルス感染拡大防止の対応に係る費用負担分12,748,000円

144,326,000 0 144,326,000 136,710,972 7,615,028
支出の部

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

69,347,000 0 69,347,000 72,264,680  2,917,680
69,347,000 69,347,000 72,264,680  2,917,680

0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

4,663,000 0 4,663,000 4,775,569  112,569
48,000 48,000 12,770 35,230

300,000 300,000 300,000 0
84,000 84,000 0 84,000

856,000 856,000 822,169 33,831
678,000 678,000 642,385 35,615
168,000 0 168,000 167,772 228

横浜市への支払分 168,000 168,000 167,772 228
その他 0 0

1,108,000 1,108,000 1,751,821  643,821
260,000 260,000 18,664 241,336
239,000 239,000 233,140 5,860

84,000 84,000 13,500 70,500
4,000 4,000 3,960 40

777,000 777,000 772,208 4,792
0 0

57,000 57,000 37,180 19,820
9,119,000 0 9,119,000 1,862,994 7,256,006

482,000 482,000 505,184  23,184
8,637,000 8,637,000 1,357,810 7,279,190

56,573,000 0 56,573,000 53,198,984 3,374,016
12,720,000 0 12,720,000 8,799,648 3,920,352

電気料金 7,845,000 7,845,000 4,755,493 3,089,507
ガス料金 2,747,000 2,747,000 2,672,255 74,745
水道料金 2,128,000 2,128,000 1,371,900 756,100

0 0
2,100,000 2,100,000 2,617,375  517,375

0 0 0 0
41,753,000 0 41,753,000 41,781,961  28,961

空調衛生設備保守 17,822,000 17,822,000 17,862,900  40,900
消防設備保守 0 0
電気設備保守 0 0
害虫駆除清掃保守 0 0
駐車場設備保全費 0 0
その他保全費 23,931,000 23,931,000 23,919,061 11,939

0 0

24,000 0 24,000 0 24,000

0 0

0 0

24,000 24,000 0 24,000

0 0
4,600,000 0 4,600,000 4,600,000 0
4,600,000 4,600,000 4,600,000 0

0 0
0 0 0 0

144,326,000 0 144,326,000 136,702,227 7,623,773
0 0 0 8,745  8,745

6,476,000 1,835,984
8,637,000 1,357,810
 2,161,000 478,174

433,000 195,788
168,000 167,772

265,000 28,016

令和２年度 「旭区民文化センター」 収支予算書及び報告書

科目

指定管理料

自主事業収入
雑入

利用料金収入
自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入

人件費
給与 賃金

収入合計

科目

社会保険料
通勤手当
健康診断費

事務費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

通信費
使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料

事業費
自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

地域協力費

リース料
手数料

自主事業費
管理費
光熱水費

機械警備費

清掃費
修繕費

設備保全費

共益費
公租公課

その他（ ）
事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）
本部分
当該施設分

事業所税
消費税
印紙税

管理許可 目的外使用許可収入
管理許可 目的外使用許可支出
管理許可 目的外使用許可収支

ニーズ対応費
支出合計

差引

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支
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[ 横浜市旭区民文化センター ] 
令和 2 年度事業報告書 

[ 横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体 ] 

 

施設の概要 

施 設 名 横浜市旭区民文化センター サンハート 

所 在 地 横浜市旭区二俣川一丁目 3番地 

構造・規模 
鉄骨コンクリート造 

地下 1階地上 6階建の、地上 5階および６階の一部を専有 

敷地・延床面積 専有面積 2,564 ㎡ 

開 館 日 平成 2年 8月 4日 

 

指定管理者 

法 人 名 
横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体 

代表構成団体 株式会社横浜メディアアド 

代表団体所在地 横浜市神奈川区栄町 5番地 1 

代表団体代表者 代表取締役社長 三浦彰久 

代表団体設立年月日 昭和 58 年 1月 22日 

指 定 期 間 平成 28 年 4月 1日から令和４年 3月 31日まで 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

●地域文化創造をリードする ”Advanced Center” へ 

横浜市の区文第一号施設として、当事業体が管理運営する文化施設の手本となるよう、これまで以上

に地域に根付き、市民一体となった活動を中心とした。他の文化施設に先立って、市民参加や地域活

性を促し、次代に向けた子どもや若者たちの育成を行い、さらには区内の他文化施設との協力で、施

設従事者のレベルアップも牽引した。市民文化のレベル向上に寄与できる区文のリーダー的な位置づ

けを目指す。地域文化の牽引役となることで、地域の自漫、地域への愛着を増幅させられる施設とな

った。 

 

＜”Advanced Center”  実現のための 3つのミッション＞ 

①幅広い市民からの共感獲得 

多くの市民へ良質な文化芸術の提供と、アウトリーチによる社会的包摂のさらなる推進をした。 

②若年層の利用拡大 

新規利用者の開拓と、世代にあったアプローチの積極的実施した。 

③地域・他施設との積極的な連携 

連携事業による施設・地域が一体となった活性化と相互レベル向上に向けた取り組みの積極的実施し

た。 
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（2）令和 2年度の位置づけ 

1. 事業の方針 

令和元年度は、更なる新規顧客増加を図るため、WEB上の広報に力を入れ、外部委託による広告（タ

ウンニュース WEB 版（レアリア）、三井のリハウス、相鉄瓦版、あそびぃ）を使用すると共に、普段

は仕事で来館することが出来ない働き世代方が会社帰りに立ち寄れるよう、夜間帯のコンサートを

計画したが、新型コロナウィルスの影響により実施することが出来なかった為、令和 3 年度に延期

して実施を予定する。令和 2 年度は、先を見越して、来館者の平均年齢を下げることを目標とし、

若い世代にサンハートをアピールしていくため、WEB広報の範囲を拡大していくよう努め、更にアン

ケート結果を踏まえて、よりニーズに合ったイベントを開催していく。 

 

① 交流創造型事業の進化展開 

当事業体の大きな成果のひとつに、ワークショップなどの交流創造事業がある。市民の文化活動の

きっかけづくりとして始まり、その後持続的な活動に発展させている市民が続出。さらには参加者

同士の交流でコミュニティ活性化にも繋がっている。また、ワークショップ終了後は、発表の場に

ホールを利用する、ボランティアとして施設運営に係るといった好循環も見られる。今後は、その

ような好循環を積極的に後押しする仕組みを今後も継続し、「人材育成活用事業」として進化・定着

させていく。 

 演劇ワークショップ修了生 

チケットやプログラム配布を担当する「サポートスタッフ」として活動いただく。 

 絵本の読み聞かせ講座修了生 

定期的に「おはなし会」を主催し、また館外への派遣依頼にも応じる「読み聞かせボランティア」

として活動いただく。 

 

② 施設外への積極的な発信 

ワークショップ・オーディション卒業者のアウトリーチでの活用や他施設事業への派遣等を含め、

地域内外の活動や、文化イベント・芸術祭等への参加など、サンハートから積極的に外に向かう活

動に取り組み、サンハートの発信力を強めていく。 

 既存の派遣先とのさらなるつながりと、新規開拓 

区内のコミュニティスペースや障がい者施設、保育園、学校などへ音楽家や読み聞かせボランティ

アを積極的に派遣。既に派遣経験のある施設のみならず、需要のある施設の新規開拓に引き続き注

力していく。 

 派遣事業の積極的な PR 

ホームページ内の専門ページにて、派遣方法について具体的に発信。また、町の賑わいづくりの一

助として、派遣事業の資料を地域公共施設等へ配布し、広く告知していく。 

 人材共有の仕組み作り 

絵本の読み聞かせボランティアの派遣について、定期的に受け入れを実施している施設とは「人材

共有」の仕組みを確立し、よりスムーズな運営を実現させる。 

 

③ 地域・他施設との新しい連携事業 

自治会・商店街等との連携はもちろん、区内の他文化施設や、他区の区民文化センターとも連携を
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強めるなど、地域・他施設との連携を旭区民文化センターがリードして、地域の課題の共有やその

解決を目指していく。 

 他文化施設・文化団体との連携 

各 SNS を通して他文化施設・文化団体及び地域コミュニティの主催事業を相互リツイートし合い、

互いの事業内容拡散を行う。 

また、定期的にコーディネーター会議を実施し、事業を行う上での意見交換の場を設け、更には各

施設の施設内見学を行うことで、自館の課題を見つけていくようにする。 

 他区民文化センターとの共催 

類似した公演がある際は、双方連絡を取り合い、公演時にチラシの折り込みを行う。 

 

2. 運営の方針 

＜顧客満足度の高いサービスの提供＞ 

「施設を利用できる時間」、「情報提供」、「利用相談への対応」、「利用者支援」など、利用者・来場

者の立場に立ったユーザビリティの高い施設運営を行い、顧客満足度を高める。 

＜レベルの高い接遇・接客＞ 

安心と信頼の獲得のために、「職員の接遇・接客」に関する研修を行い、職員一人ひとりの“顔”が

見える施設を目指す。 

＜ニーズの把握の徹底と改善への反映＞ 

利用者・区民の声を収集する機会としてアンケートを定常的に実施すると共に、利用者懇話会・各

種団体との合同連絡会への参加等を通して利用者と共に課題の抽出や改善に取り組む。 

 

3. 管理の方針 

＜二俣川駅北口共同ビル管理組合との一体管理＞ 

構成団体である相鉄企業(株)は二俣川駅北口共同ビルの管理組合事務業務と建物維持管理業務を併

せて受託しているという利点を活かし、更なる効率的な管理を追求しコストパフォーマンスの高い

維持管理を実現させる。 

＜施設予防保全の実現＞ 

「今、施設や設備がどのような状態か」を踏まえて「今後施設や設備はどうなっていくか」につい

て、将来を見据えた予防保全（中長期修繕計画・設備機器更新計画の策定・提案）に取り組む。 
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2 自主事業に関する計画 （事業フレーム等については【別紙 1】に記載） 

（１）文化事業の企画および実施について 

事業カテゴリーは、大きく「鑑賞事業」と「機会提供事業」に 2 分、さらにそれぞれを分類し、

合計 5つのカテゴリーに分けて計画、実施していく。 

 

 

鑑 

賞 

[取組内容] 

● 一流の芸術家による

個性的な公演事業 

□ トップレベルのア

ーティストによる

サンハートならで

はの個性的な公演

を開催する。 

[達成指標] 

 

 

□ アンサンブルオー

ディション最優秀

賞受賞組によるク

ラシックコンサー

トを開催。若手なが

ら優れた演奏力・プ

レゼンテーション

力を持つ演奏家へ

の活躍の場を提供

していく。 

[実施内容] 

 

 

□ 予め客層や好まれ

る傾向、コンセプト

等を出演者に伝え、

サンハートに合っ

たプログラム構成

を依頼。コンサート

には前年度のアン

サンブルオーディ

ションにて最優秀

賞 を 受 賞 し た

「Dolcezza」に出演

をお願いした。 

[達成状況] 

 

 

□ 第一部はドイツ・イ

タリア歌曲、第二部

は日本歌曲とがら

りと雰囲気を変え、

あらゆる世代の方

が楽しめるような

プログラム構成と

した。コロナ禍の中

で他館でもコンサ

ートが軒並み中止

となっている状況

での開催となった

ため、アンケート上

に「コンサート開催

のありがたみ」に関

する記述が多くみ

られた。 

□ 大人向けを基本と

し、鑑賞をじっくり

と楽しんでいただ

く、 特別感のある

コンテンツを取り

入れる。 

□ 開館 30 周年を記念

し、今までとは異な

るジャンルのコン

サートやイベント

を開催し、より幅広

い年齢層のお客様

に芸術鑑賞を楽し

んでいただく。 

□ 新型コロナウイル

ス感染症の影響に

より未実施。 

□ 新型コロナウイル

ス感染症の影響に

より未実施。 
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● 普段着の芸術鑑賞 

□ 身近で気軽に芸術

に触れられる機会

を提供する。 

 

□ ワンコインコンサ

ートを含む 0 歳か

ら鑑賞可能なコン

サートを数回開催

し、途中退出入がで

きること、授乳室や

簡易的なおむつ替

え台、ベビーカー置

き場を設置する旨

を提示することで、

保護者に対して子

供連れでのコンサ

ートをもっと気軽

なものに感じても

らえるようにして

いく。 

 

□ 予定していた計 6

公演中、4公演が新

型コロナウイルス

感染症による影響

で延期を余儀なく

され、残る 2公演の

み実施。 

 

□ ワンコインコンサ

ートのみ 2 回実施

したが、子供向けコ

ンサートがどの館

も消極的になって

いるせいか、完売と

なった回もあった。

子供も検温・消毒を

嫌がることなく協

力していただけた

ため、大きなトラブ

ルもなく無事開催

することができた。 

□ どなたにでも楽し

んでもらえるよう、

低価格で良質なコ

ンテンツを提供す

る。 

□ クラシックにとら

われず、その時のニ

ーズにあった曲目

をコンサートに盛

り込み、よりお客様

の目線に合わせた

イベントを作り上

げるよう努力する。 

□ 新型コロナウイル

ス感染症の影響に

より未実施。 

□ 新型コロナウイル

ス感染症の影響に

より未実施。 

 

 

機

会

提

供

事

業 

● サンハートオリジ

ナル 

□ サンハート の育

成・交流創造事業と

してスタートした

ワークショップや

オーディション型

の事業を展開する。 

 

 

 

□ 「演劇」では、ワー

クショップの域を

超え、昨年同様に有

料公演とし、台本に

ついては、一般公募

を試みる。また、今

回も出演者の他に、

大道具及び小道具、

演出助手の舞台裏

方要員も募集して

いく。 

 

 

□ 新型コロナウイル

ス感染症の影響に

より、対面での演劇

指導が難しくなっ

てしまったため、急

遽 ZOOM による演劇

講座に切り替えて

ワークショップを

実施した。 

 

 

□ 時間別のグループ

に分けて合計2日間

のプログラムを実

施した。14名の方が

参加し、内 6名は新

規参加者となった。

大きな通信トラブ

ルもなく、無事終

了。講師は対面時と

同様文学座の松井

工氏に依頼。 
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□ サンハートの顔と

して、館内公演やア

ウトリーチ活動に

も積極的に参加し

ていく。 

□ 「アンサンブルオ

ーディション」入賞

者を「サンハートレ

ジデントアーティ

スト」として広く告

知宣伝し、サンハー

トから館外への発

信力を高めていく。 

□ 弦楽ピアノデュオ、

管楽ピアノデュオ、

室内楽の3部門の公

募をかけ、延べ 13

組の志願者にてオ

ーディションを実

施。 

□ 室内楽部門にて最

優秀賞 1組、優秀賞

3 組を輩出。受賞者

の計 4組には令和 3

年度の自主事業コ

ンサート出演の副

賞を授与し、客層に

合わせた曲目選定

などを含めて、コン

サート全体の構成

考案を依頼した。 

● 私たちのホール 

□ 市民が企画や運営

に参加するコンテ

ンツを設ける。 

 

□ 区民企画委員によ

る企画案を起用し、

映画に限らず、ニー

ズを押さえながら

バラエティに富ん

だイベントを随時

開催していく。 

 

□ 新型コロナウイル

ス感染症の影響に

より、映画上映 1

回、新規事業とし

ZOOM による映画講

座を 1回のみ実施。 

 

□ 感染拡大防止のた

め、映画上映は座席

を 180 席から 120

席に削減して実施。

ZOOM による講座は

佐藤利明氏を迎え

て石原裕次郎をテ

ーマに行い、ZOOM

を使用できない世

代に向け、サンハー

ト内での聴講も限

定 20席のみ可能と

した。 

□ 事業参加をきっか

けとした参加者同

士の出会いや交流

の場を創出する。 

□ 引き続き行う「読み

聞かせ」では、定期

的に勉強会を実施

し、絵本の選書方法

や童謡、手遊びなど

の情報交換の場を

設けることで、読み

聞かせサポーター

同士の交流や、意識

向上を図る。 

□ 新型コロナウィル

スの影響によりお

はなしかいを含め、

おはなしかいに関

わる全ての行事を

未実施。 

□ 新型コロナウィル

スの影響によりお

はなしかいを含め、

おはなしかいに関

わる全ての行事を

未実施。 

□ 事業終了後も参加

者が活動を継続で

きる仕組みを作る。 

□ 企画参加者として

サンハートに関わ

りを持った方々を

中心に「サポートス

タッフ」及び「読み

□ 新型コロナウイル

ス感染症の影響に

より未実施。 

□ 新型コロナウイル

ス感染症の影響に

より未実施。 
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聞かせサポーター」

としてサンハート

の運営へ携わって

もらう仕組みを継

続する。 

● シーズンイベント

（その他） 

□ 空き施設の有効活

用を目的とした企

画や季節に合わせ

たイベントなど、幅

広い市民に向けた

多分野にまたがる

コンテンツを設け

る。 

 

 

□ 引き続きホールの

時間貸し（ピアノ練

習）や、作品展示が

可能なレンタルス

ペース「ウェルカム

ギャラリー」の開催

など、施設の有効活

用と収入向上に務

める他、七夕時期な

ど季節に応じたコ

ンサートを実施す

る。 

 

 

□ 新型コロナウイル

ス感染症により練

習場所がなくなっ

ている団体を救済

する目的で、ダン

ス、合唱の練習場所

としてホールを開

放した。 

 

□ ホールの時間貸と

して既存の「ホール

でピアノを弾いて

みませんか」を引き

続き実施。 

 

 

 

 

 

 

 

□ 空き施設を有効活

用するため、ホール

で落語を練習でき

るイベントを新規

で立ち上げた。 

 

 

□ダンスと合唱合わせ

て 11 団体の利用者がお

り、特に合唱に関しては

リピーターも多かった。 

 

 

 

 

 

□キャンセルが出た際

はすぐに Twitter で告

知するようにし、キャン

セル枠をなるべく埋め

る よ う 努 力 し た 。

Twitter＝リアルタイム

での情報という流れが

「ホールでピアノ」利用

者に定着し、Twitterを

見て予約をしたという

方の比率が高くなった。 

 

□2組の利用者がおり、

1 組はリピーター利用

となった。またラジオ局

にこのイベントが目に

留まり、TBSラジオ「安

住紳一郎の日曜天国」の

生放送インタビューに

出演した。 
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（2）地域コミュニティの形成・社会的包摂（ソーシャルインクルージョン）の推進 

[取組内容] 

● 地域内の対象施設へ

ダイレクトアプロー

チを行い、隠れた需

要の掘り起こしに務

める。 

 [達成指標] 

□ 地域を絞り、カフェ

やケアプラザ、地域

公共施設へアウトリ

ーチ活動の宣伝資料

を配布し、「要請」を

受けてから企画提案

を行う「受注型」だ

ったアウトリーチか

ら、より積極的な「企

画開発型」へと進化

させ、新規アウトリ

ーチ先を増やしてい

く。 

 

□ 旭区内の生活介護支

援施設にてアウトリ

ーチコンサートを実

施。若葉台地区セン

ターで行っている絵

本の読み聞かせにつ

いては、新型コロナ

ウイルス感染症の影

響により 9 月から活

動再開となった。 

 

□ 新型コロナウイルス

感染症の中、アウト

リーチの新規アウト

リーチ先へ令和 2 年

度アンサンブルオー

ディションの受賞者

を 1 組派遣すること

ができた。 

若葉台地区センター

での読み聞かせにつ

いては、サポーター

と共に感染症対策を

練りつつ、無事再開

することができた。 

● 未就学児（特に未就

園児）とその親の活

動の場としての需要

をさらに広げ、地域

コミュニティーの形

成へと繋げていく。 

□ 未就学児や小学生の

子を持つ親に、サン

ハートを情報収集の

場として「認識」し

てもらえるよう、チ

ラシ配架棚をより見

やすいレイアウトに

したり、各種 SNS で

未就学児向けの情報

コンテンツを取り扱

っていき、保護者が

情報の渦に飲み込ま

れない土台作りを行

う。 

また、保護者にヒア

リングを行い、今地

域で求められている

ことの情報収集し、

事業に反映してい

く。 

□ 0 歳から参加できる

イベントが一目でわ

かるようにチラシの

配架位置を変更し、

ポスターも特設コー

ナーを設けて未就学

児向け情報の差別化

をするようにした。

また Instagram では

ハッシュタグに未就

学児に関するキーワ

ードを盛り込み、子

育て支援の要となる

アカウントにフォロ

ーいただくことで、

情報拡散を図った。 

□ 若年層の集客が見込

めるイベントに関し

ては、二俣川ライフ、

ジョイナステラス二

俣川のデジタルサイ

ネージも告知媒体と

して利用するよう心

掛け、地域の子育て

支援サービスセンタ

ー等にもチラシ配架

依頼をするなど、多

岐に渡る施設にてイ

ベント告知を行っ

た。 
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（3）市民協働、市民主体の活動の支援、地域人財育成及び文化的コモンズ形成の牽引 

[取組内容] 

● ともに作る：「区民企

画委員」の仕組みを

継続する。 

 [達成指標] 

□ 区民企画には、既存

のイベントの他に新

規企画の立ち上げを

依頼し、新たな顧客

層の開拓へとつなげ

ていく。 

 

□ 新規イベントとして

ZOOM による映画講

座を実施。 

 

□ ZOOM を使用する年

齢層ということで、

通常時の名画座では

参加数が少ない 40

～50 代の客層を得

ることができた。 

● ともに進める：「運営

サポーター」の仕組

みを継続する。 

□ 職員が持つサービス

介助士の資格を生か

し、そのノウハウを

「運営サポートスタ

ッフ」に研修を通し

て学んでいただく

他、マナー研修につ

いても継続してい

く。 

□ 新型コロナウイルス

感染症の影響によ

り、運営サポートシ

ステムを一時中止。 

□ 新型コロナウイルス

感染症の影響によ

り、運営サポートシ

ステムを一時中止。 

● ともに育つ：サンハ

ート主催事業から派

生した取り組みにつ

いて、地域文化に大

きく寄与する活動を

「共催事業」と位置

付け、独自の運営サ

イクルを確立するま

で積極的に支援す

る。 

□ アウトリーチに関し

て、自主事業担当者

の立ち合いがなくと

も開催施設に訪問で

きるようにしてい

く。 

□ 新型コロナウイルス

感染症の影響によ

り、既存アウトリー

チ先からの依頼がな

いかったため、未実

施。 

□ 新型コロナウイルス

感染症の影響によ

り、既存アウトリー

チ先からの依頼がな

いかったため、未実

施。 

● ともにつながる：サ

ンハートが地域のた

めにできることを、

利用者・市民・地域・

関連団体等でともに

検討し、地域課題を

解決するアイデアを

事業化するプロジェ

クトを、サンハート

が主体となって、地

域をリードし推進す

る。 

□ 若い世代をサンハー

トの利用者として取

り込んでいくため、

未就学児向けのイベ

ント時に、保護者に

対してアンケートや

意見交換の場を設

け、館としての課題

を浮き彫りにしてい

く。 

□ 新型コロナウイルス

感染症の影響によ

り、未就学児向けイ

ベントをほぼ開催で

きていないため、未

実施。 

□ イベント時に保護者

に対するアンケート

が取れなかったた

め、代わりにサンハ

ート利用者全般に向

けたアンケートを実

施した際に、未就学

児に関するコンテン

ツを盛り込んだ。そ

の中で得た意見を今

後の運営に反映する

よう取り組んでい

く。 
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3 施設の運営に関する計画 

（1）顧客満足度の向上について 

[取組内容] 

● 利用者サービスのさ

らなる向上に努め利

用者ニーズに合わせ

たサービスを増や

す。 

 [達成指標] 

□ 施設利用者の発表会

を広報支援し、直近

のホール・諸室の空

き状況を情報コーナ

ーに発信する等によ

り顧客満足度を向上

させる。 

［実施内容］ 

□ 施設利用者の発表等 

のポスターやチラシ 

を館内に掲示・配架 

し、広報支援を行っ

た。 

［達成状況］ 

□館内で実施する施設利 

用者の広報支援はもと

より、他館での公演チ

ラシも配架協力をする

など、利用者の芸術活

動を積極的に支援し

た。空き状況について

は電話対応も含め、利

用者に対して丁寧な対

応に心がけた。 

● アンケートやヒアリ

ング等から区民・利

用者のニーズを的確

に把握する。 

 

□ 各年実施の利用者ア

ンケートや自主事業

等の来館者アンケー 

トをはじめ、ヒアリ

ングの随時実施と年

１回利用者懇話会を

開催して、ご意見・

ご要望を的確に把握

しサービス向上に努

める。 

□ 新型コロナウイルス

感染症拡大防止のた

め、対面での利用者

懇話会をとりやめ、

施設利用者に対し、

紙媒体及びＷＥＢ上

でのアンケート協力

をお願いした。 

□ アンケート結果を踏

まえて、よりよい運

営を行えるよう改善

できる箇所から取り

組みを開始するよう

にした。 

● サンハート友の会を

継続し、会員へのサ

ービス向上と共に強

力なサポーターとし

ての関係作りを図

る。 

□ 改めてサンハート友

の会の会員登録を行

い、会員からの声を

次年度の事業へ反映

させる等施設のサポ

ーター的存在として

会の運営を行う。引

き続きジョイナステ

ラス各店舗と連携す

るなど会員特典の充

実等を図り、会員数

増をめざす。 

□ 令和 2年度友の会会

員（継続・新規）を

募集した。会員特典

については、ジョイ

ナステラス二俣川や

二俣川ライフ内の飲

食店等で使用できる

割引やサービスを各

店舗に協力依頼し

た。 

□ 会員登録更新時期に

休館となってしまっ

たため、例年よりも

申込が減少してしま

い、友の会会員数は

57名となった。 
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（2）的確な施設提供の実現について 

[取組内容] 

● 効率的且つ安定した

施設の開館・運営を

行う。 

 

 

 [達成指標] 

□開館日数 345日 

 休 館 日  20日 

 年末年始 12 月 29 日

～1月 3日 

  施設点検・消防設備点

検 14 日 

［実施内容］ 

□開館日数 286 日 

 休館日   20  日 

 年末年始 12月 29日 

 ～1月 3日 

 施設点検・消防設備 

点検 14日 

臨時休館日 59日 

［達成状況］ 

□ 4 月 1 日（水）～5

月 31日（日）新型コ

ロナウィルスの影響

により臨時休館を実

施し、全 286 日の開

館となった。施設点

検・消防点検は計画

通り実施することが

できた。 

 

● 利用者アンケートや

利用者懇話会からの

声を基に満足度向

上・利用促進を図る。 

□ 様々な媒体を活用

し、施設のＰＲを充

実させ稼働率向上に

努める。 

 

□ 新規 WEB告知媒体と

して「ミレア（タウ

ンニュース WEB版）」

「マグカル（カルチ

ャー情報サイト）」へ

の 掲 載 開 始 及 び

YouTube チャンネル

開設を行った。 

□ 「マグカル」にはイ

ベント毎に情報掲載

し、「ミレア」には

WEB を活用する世代

に向けたイベント時

のみ必要に応じて掲

載依頼をするように

した。また YouTube

にはコンサートのア

ーカイブや、コンサ

ート宣伝のための動

画等をアップロード

するようにした。 

● 施設利用者へ専門的

な利用方法等効果的

なアドバイスを行

う。 

□ 舞台技術を含め、専

門性をもった職員が

常駐して、利用者か

らの相談・下見・利

用打合せをはじめ、

トラブル等緊急時に

も迅速に対応する。 

□舞台技術（音響・照明）

の専門職員が常駐し、

利用者の相談に丁寧に

応えるとともに、利用

に際してもきめ細かな

プロデュースを行っ

た。 

□舞台技術担当職員の技

術の高さ、真摯な対応

に対してご利用者から

お褒めの言葉をいただ

いたり、来場者アンケ

ートにも音響・照明な

どを評価する回答が少

なくなかった。 

● 周辺施設と連携して

地域全体の賑わい作

りに貢献する。 

□ 二俣川ライフ、ジョ

イナステラス、二俣

川駅周辺商店街、二

俣川駅、並びに相鉄

線駅との連携事業を

展開していく。 

□ 相鉄ビルマネジメン

トとの共同事業とし

て、ジョイナステラ

ス二俣川にて開催し

た「スプリングフェ

スタ」に参加。 

□ 屋外イベントである

「スプリングフェス

タ」に令和 3 年度ワ

ンコインコンサート

に出演予定のアーテ

ィストを起用。コン
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サートの宣伝を兼ね

た演奏を披露し、サ

ンハートの告知も同

時に行った。 

● 施設を有効活用し、

施設の魅力づくり・

活性化を図る。 

□ ワンコインコンサー

トを引き続き実施す

るとともに、施設の

有効活用を図る。 

□ 「ホールでピアノ」

の実施やピアノ新規

入れ替えによる「ピ

アノ弾きならしボラ

ンティア」など、空

き施設を活用したイ

ベントを実施した。 

□ 「ホールでピアノ」

「ピアノ弾きなら

し」双方好評を得、

年間を通して多数の

来館者を獲得し、併

せてピアノの調律維

持にも有用なイベン

トとなった。 

● 利用者へ施設のホー

ル・諸室の空き情報

をリアルタイムで広

く発信する。 

□ 予約システムで閲覧

できない、直近１ヶ

月以内のホール・諸

室の空き情報を更新

し、施設内に発信す

る。 

□館内に数ヵ月にわたる

各室場の予約状況を掲

出し情報提供を行っ

た。 

□リアルタイムな情報発

信に努めるとともに、

ネットユーザーではな

いご利用者（特に高齢

者）については電話、

窓口で丁寧な情報提供

や相談に対応した。ま

た新予約システムにつ

いては、さらに丁寧な

対応をこころがけ、安

定した運用に努めた。 

 

（3）的確な広報の展開について 

[取組内容] 

● 地域・区民の文化芸

術情報発信拠点とし

ての役割を担う。 

 

 [達成指標] 

□ 情報コーナーでは、

文化芸術資料とし

て、雑誌・図書・情

報誌を設置するほ

か、類似の他施設情

報の紹介を行うなど

様々な文化芸術情報

を得る事ができるス

ペースとして整備す

る。 

［実施内容］ 

□新型コロナウィルス 

 対策の一環として情 

報コーナーの閉鎖を

継続して行った。 

 

［達成状況］ 

□情報コーナーは閉

鎖したが、来館者の

皆様に情報発信を

継続的に実施する

為に、横浜市はもと

より、エリア対象と

して発行される情

報紙やチラシの最

新刊を持ち帰りで

きるように配置を

継続的に行った。 
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● 情報の内容により、

最適な媒体・手段に

より、効率的な広

報・宣伝活動を実施

する。 

□ 毎月の催し物案内発

行、ホームぺージの

リアルタイムな更新

をはじめ、当事業体

ならではの媒体（交

通広告・広報紙等）

を有効に活用しＰＲ

を行う。 

□ 催し物案内デザイン

一新と二俣川ライ

フ、ジョイナステラ

ス二俣川 2館に設置

されているデジタル

サイネージの利用を

開始した。 

□ 催し物案内はあらゆ

る世代が見やすく手

に取りやすいような

デザインに変更し、

より情報を得やすく

した。またデジタル

サイネージを活用す

ることで、元々サン

ハートを知らない新

規顧客を呼び込むこ

とができた。 

 

 

（4）専門性と区民の力を統合する組織づくりについて 

[取組内容] 

● 事業企画・施設管

理・舞台技術の経

験・実績豊かな職

員・専門スタッフと、

区民をはじめとした

地域スタッフを配置

し、全ての職員が適

切なコスト感覚、効

率的管理とホスピタ

リティ精神をもった

運営を行う。 

 

 

 

 [達成指標] 

□ 以下の通り人員を配

置し運営する。 

【運営スタッフ】※2

交代、常時 2名以上配置 

 館  長 1名 

 副館長 1名 

 職  員 5名 

【舞台技術】※利用状

況により 2～4名 

 職  員 4名 

【受付スタッフ】 

 カルチャースタッフ

12名（地域採用） 

［実施内容］ 

□【運営スタッフ】 

※２交代、 常時２名以

上配置 館長１名・副館

長１名・職員５名  

【舞台技術】職員４名※

利用状況により１～３

名 

【受付スタッフ】カルチ

ャースタッフ 12 名総勢

23 名のスタッフが常時

５名以上で運営してい

る。 

［達成状況］ 

□運営スタッフ７名、舞

台技術の専門スタッフ

４名、さらに横浜市旭区

民文化センターとして

の受付業務に習熟した

カルチャースタッフ 12

名との相互協力により、

円滑かつ効率的な管理

運営を行った。 

● 職員・スタッフの施

設運営スキルアップ

のために研修を実施

する。 

□ 機材研修、個人情報

保護研修、消防訓練

等を実施し、運営に

役立てる。 

□ 消防・防災訓練、個

人情報保護研修等を

実施した。また食品

衛生責任者養成講習

会に参加し、資格取

得をした。 

□ 消防・防災訓練及び

個人情報保護研修を

実施した。また食品

衛生責任者の資格を

取得したことで、食

品販売が可能となっ

たため、今後の運営

で活用していく。 
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4 施設の管理に関する計画 

利用者が安心して利用できるよう快適な環境作りを目指し、安全性、防犯性について最大限の配慮をす

る。サンハートは開館から 30年を迎え、設備全体が老朽化してきている。それらの状況を踏まえた上で、

施設の運営に支障をきたさぬよう維持管理に努めていく。 

 

（1）安全で効率的な維持管理・予防保全について 

[業務内容] 

● 安全・安心できる施

設の維持 

 

 [達成指標] 

□ 設備等保守管理項目

を遵守し、定期的な

施設点検を実施す

る。 

[実施内容] 

□ 建築物点検マニュ

アル、建築物定期報

告に準拠した点検

を実施した。 

[達成状況] 

□ 二俣川駅北口共同

ビル設備係協力の

もと、安全な施設の

維持ができた。 

● 定期的な設備点検 

 

□ 老朽化した建築、設

備のリスクマネジメ

ント評価を行い、修

繕計画の適正化を図

る。 

□ 建築物点検マニュア

ル、建築物定期報告

に準拠した点検を実

施すると共に、施

設・設備の破損・汚

損・故障などの発生

に際しては迅速に対

応した。 

□ 開館後 30年を経て

老朽化した施設・設

備の修繕すべきとこ

ろを必要性・緊急性

に応じて、トイレ改

修工事、空調機の排

水管交換工事及びホ

ール調整室防火シャ

ッター補修工事を行

った。 

 

● 必要に応じた緊急点

検 

 

 

□ 月１回の定期的な施

設点検の他に、建築

物点検マニュアルに

準拠した点検及び、

建築物定期報告に準

拠した点検を年１回

行う。 

● 施設設備の予防保全 □ 施設設備等の中長期

修繕計画や修繕・改

修について、早めに

施設情報を提供し、

関係各所に働きかけ

るとともに、利用受

付・打ち合わせ時に

利用者に備品や設備

の正しい取り扱いを

説明し、安全で確実

な利用を促進する。 

□ 修繕・改修につい

て、早めの情報提

供、関係各所への手

配を実施した。 

また、施設内に限ら

ず、当館入居ビルの

外壁工事やエレベー

ター改修工事に協力

し、安全な施設の維

持に努めた。 

□ 日々の状態確認や専

門業者による定期保

守点検の結果をもと

に、修繕計画の見直

しや、緊急性の高い

ものから情報提供

し、修繕・改修を要

望した。 

また、休館日や年１

回の停電作業に合わ

せて、計量法に基づ

くメーター交換を実

施した。 
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（2）快適な環境の維持管理について 

[取組内容] 

● 安心できる環境の維

持 

 [達成指標] 

以下 7点を達成指標とす

る。 

① 清掃項目一覧及び清

掃内容一覧を遵守

し、日常・定期清掃

を実施する。 

② 美観を維持するよう

に取り組む。 

③ 環境に配慮し、廃棄

物の発生抑制に努め

る。 

④ 空気環境測定（VOC

等含む）を実施する。 

⑤ 社内による、業務の

品質管理点検を実施

し、特別清掃・日常

清掃の計画を策定す

る。 

⑥ ヨコハマ３R 夢など

市の施策や事業に協

力する。 

⑦ 空気環境測定結果の

報告書を作成する。 

[実施内容] 

① 日常清掃、定期清掃

を計画どおり実施し

た。 

② 職員・スタッフ全員

が常に整理整頓を心

がけ、快適に利用で

きるよう努めた。 

③⑥ 

 館内にはごみ箱を設

置せず、ご利用者に

はごみの持ち帰りを 

促した。受付カウン

ターおよび事務室内

のごみについて減量

化に努めると共に、

ごみ分別を徹底し

た。 

④⑦ 

 空気環境測定を２ヵ

月に１回（奇数月）

実施し、報告書を作

成した。 

⑤ 新型コロナウイル

ス感染症対策下に

おいては、開館前と

手で触れる共用部

分を定期的に消毒

するようにした。 

[達成状況] 

① 各清掃をもれなく実

施し、快適な環境保

持と美観の維持に努

めた。 

② 情報コーナー片隅

や中庭の植木鉢・プ

ランターの花によ

り、館内を明るくソ

フトな雰囲気にし

た。 

③⑥ 

ごみ箱の撤去によ

り、ごみの減量化に

対する来館者の意識

を高めると共に、事

務室内のごみ減量に

努め、確実な分別廃

棄を実施できた。 

④⑦ 

定期的に実施するこ

とにより、安心して

ご利用いただける環

境づくりができた。 

⑤ 日常清掃とは別に、

開館前の各室、受付

周りや共用部分を

定期的に消毒した。 

 

 その他の計画 

（1）危機管理対策について 

[取組内容] 

● 緊急時の対応 

 

 [達成指標] 

□ 緊急内容別（事故、

犯罪、火災、設備故

障など）に連絡網の

整備を行う。 

［実施内容］ 

□緊急時連絡網を整

備・作成し、旭区に提出

した。 

［達成状況］ 

□人事異動の都度名簿

を作成したため、緊急時

には遅滞なく対応を図

ることが出来た。 
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● 利用者の安全・安心

を確保 

 

□ 大規模災害等が発生

した場合は、行政機

関との連絡・協力を

円滑に行えるよう訓

練等を通じて体制を

整える。 

□防災設備の確認と訓練

を行った。 

□緊急時に円滑に機能す

るよう、全職員・スタ

ッフが災害対策訓練に

参加した。 

● 防災管理 

 

以下 5点を達成指標とす

る。 

① 平成 24 年度に作成

した「帰宅困難者一

時滞在施設」として

の運用マニュアルに

基づき訓練を実施

し、緊急時に備える。 

② 緊急時の連絡網を作

成するとともに旭区

役所へ提出する。 

③ 近隣在住職員をあら

ためて確保する。 

④ 事故、犯罪及び火災

等を発生させない為

に、職員による定時

巡回を実施する。 

⑤ 消防計画書を作成

し、自衛組織を結成

することで、日常の

防火・防災に努める。

また、催事の際は、

避難導線の確保等の

指導を行うととも

に、消防計画書およ

び緊急時対応マニュ

アルに基づき年 2 回

防火・防災訓練を実

施する。 

① 社会福祉協議会の協

力の元、研修を予定

していたが新型コロ

ナウィルスの影響に

て開催出来なかっ

た。 

 

②人事異動があった際

は、連絡網を都度更新・

提出した。 

 

③当館職員およびスタ 

ッフは、相鉄線沿線在 

住者を中心に採用し、 

万が一の際に迅速な 

対応ができるよう備 

えた。 

 

④防災センター警備員 

による定時の巡回に 

加え、随時当館職員・ 

スタッフが館内を巡 

回し、異常を早期発 

見・早期対処できるよ 

う努めた。 

 

⑤消防計画書を作成し、 

日頃より防火・防災に努

め、安全確認のチェッ

クを日々行った。また、

催事の際には利用団体

の責任者に対し、事前

に避難誘導確保につい

ての指導を行った。 

① コロナウィルスの影

響により実体験を通

じての研修を実施す

る事が出来なかっ

た。 

 

②職員は常に最新の連絡

網情報を得ており、有事

の際はこれに基づき対応

するよう周知徹底を図っ

た。 

 

② 受付カルチャースタ 

ッフ１２名と職員４名

は、旭区在住ないし相

鉄線沿線在住者で構成

されている。 

 

④各職員・スタッフが適 

宜館内を巡回および事

務室内モニターにて各

室場内を確認し、安

全・安心の確保に努め

た。 

 

⑤消防計画書を作成し、 

年間 2回の防災訓練を実

施した。また、当館が

入居している共同ビル

全体の緊急地震速報対

応および消防訓練、救

命講習に参加するな

ど、訓練を重ねること

により職員・スタッフ
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の意識を高め、緊急時

に迅速・的確な対処が

できるよう備えた。 

 

（2）自己評価・ＰＤＣＡサイクルの活用について 

[取組内容] 

● 日報及び月報の作

成・管理（業務記録

の整備） 

 [達成指標] 

□ 業務記録の適正な

作成・保管と共に重

要な件に関して随

時報告をおこなう。 

［実施内容］ 

□日々の業務内容を業 

 務管理日誌、舞台業務 

 日報、業務週報に記載 

し、情報の共有と周知 

を図った。 

[達成状況] 

□業務管理日誌、舞台業 

務日報を通じて日々

の業務に関する職員

間の情報共有の徹底

に努めた。また、受付

スタッフに対しては

常用連絡ノートおよ

びミーティング議事

録の回覧などを用い

て情報共有、連絡強化

を図った。 

● 業務計画書及び業

務報告書の作成・管

理（利用者のニーズ

や声を反映した業

務計画の策定） 

□ ＰＤＣＡサイクル

の推進とともに重

要な件に関して随

時報告出来る体制

づくりに取組む。 

 

□寄せられた意見を盛

り込みつつ「令和 2年

度事業計画書」および

「平成 31 年度（令和

元年度）業務報告及び

収支決算」を作成し旭

区役所に提出した。 

□事業計画書及び事業

報告書は旭区役所の

ホームページに掲載

され、利用者が閲覧す

ることが出来た。 

● モニタリングの実施

（モニタリングへの

対応・ 体制の整備） 

□ 業務記録の一元管

理によるモニタリ

ングへの対応・体制

を構築する。 

□月報の形式で月毎の

運営管理報告を作成

し、毎月旭区および共

同事業体への報告を

行った。 

□モニタリングでは運

営管理業務実績の報

告及び業務に関する

打合せを実施し、施

設・旭区との情報共

有、協力体制の構築を

図った。 
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● 自己評価の実施（Ｐ

ＤＣＡサイクルの

導入と確実な運用） 

□ 利用者アンケート

の結果や利用者の

声を、常に自己評価

に反映させながら

施設運営に取組む。 

□毎月定期的に運営・技

術職員が参加する、全

体ミーティングを実

施した。 

□職員各々が報告・確

認・提案などを行い、

施設の運営管理およ

び自主事業実施にあ

たっての問題を検討

しながら最適な選択

を行った。 

 

 

 

 

 

6 収支について 

（1）経費削減の努力について 

[取組内容] 

● 管理運営コストの削

減に努める。 

 [達成指標] 

□ 無駄な光熱水費の

削減と、業務効率化

等による無駄なコ

ストの削減に努め

る。但し、利用者の

満足を阻害するよ

うなサービス低下

につながる必要コ

ストの削減はしな

いようにするとと

もに、軽易な修繕に

ついては職員自ら

行い、修繕費を有効

に活用する。 

[実施内容] 

□ 館内照明や冷暖房

のこまめなオン・オ

フを行い光熱水費

の削減に努めた。 

また、当館常備の楽 

器（ドラム・シンバ 

ルなど）の定期的な 

手入れや（ハンドベ 

ル等の）軽微な修繕 

は極力職員の手で 

行い修繕費の経費 

抑制に努めた。 

[達成状況] 

□コロナウィルス対策

として 59 日間の臨時

休業を強いられた影

響が大きく関与して

いるがコスト削減に

も努めた結果、光熱水

費は前年対比 30％の

削減となった。 

 

（2）収入向上の努力について 

[取組内容] 

● 収益向上、適正な受

益者負担を設定し、

外部資金獲得に努め

る。 

[達成指標] 

以下 3点を達成指標とす

る。 

① ホール・諸室の空き

状況をホームペー

ジにてリアルタイ

ムに公開し、収益の

向上を図る。 

② 魅力的な事業を実

[実施内容] 

①館内施設の空き状況 

については、館内に掲

示した。 

 

② 継続して実施してき 

た「あさひ亭まねき寄

席」や「あさひ名画

座」、「夏休み子ども講

[達成状況] 

① コロナウィルスの影

響により閉館を余儀

なくされ例年通りの

稼働率を維持するこ

とは困難であった。 

 

② 集客力の高い魅力的

な自主事業を開催す
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施し、入場料収入を

最大限に確保する。 

③ エレベーター横に

設置したウェルカ

ムギャラリー（レン

タルボックス）によ

り、その他収入の確

保に努める。 

座」、「バレンタインコ

ンサート」など集客に

寄与が見込まれるプ

ログラムがコロナウ

ィルスの影響にて、4

月～8 月の間行う事が

出来なかった。 

③ コロナウィルスの影

響により自主事業開

催が困難な中、ホー

ルの空きコマを有効

利用するため好評な

「ホールでピアノを

弾 い て み ま せ ん

か？」を十分な対策

を講じて 7 月から再

開した。 

ることが出来ず、予

定通りの収益向上が

出来なかった。 

 

③ 普段ホールを利用し

ないお客様にもホー

ルを活用してもらっ

ただけでなく、微力

ながら収益向上に貢

献した。 

 

 

（3）収支予算書 

項   目 予算額 決算額 増減額 備                 考 

収入  

指 定 管 理

料収入 

108,279,000 108,279,000 

 

0  

利 用 料 金

収入 

27,867,000 12,445,700 △15,421,300  

事業収入 6,958,000 2,341,168 △4,616,832  

そ の 他 収

入 

1,222,000 13,645,104 12,423,104 新型コロナに係る費用負担額    

12,748,000 

収入合計 144,326,000 136,710,972 △7,615,028  

 

支出 

人件費 69,347,000 72,264,680 2,917,680  

事務費 4,663,000 4,775,569 112,569  

事業費 9,119,000 1,862,994 △7,256,006  

管理費 56,573,000 53,198,984 △3,374,016  

公租公課 24,000 0 △24,000  

事務経費 4,600,000 4,600,000 0  

支出合計 144,326,000 136,702,227 △7,623,773  

収支差額 0 8,745   
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1-2 7月 最優秀賞受賞記

念コンサート 

 

ホール アンサンブルオ

ーディション最

優秀賞受賞組に

よる、良質なクラ

シックコンサー

ト。今年度はソプ

ラノとピアノの

デュオによる演

奏をお届けする。 

一般 1,000円 

高校生以下 800円 

※当日 200円増 

101名 

 

1-3 5月 気軽に寄り道コ

ンサート 

音楽ホー

ル 

仕事帰りに立ち

寄れる 19 時以降

に開催する大人

のためのコンサ

ート。 

一般 1,000円 

高校生以下 800円 

※当日 200円増 

※新型コロナウイル

ス感染症の影響によ

り公演中止 

1-4 計 3回 

（6・9・3月） 

サンハート記念

コンサート 

ホール 30周年を記念し、

今まで取り組ん

でいないジャン

ルのコンサート

を企画。30 周年

の締めくくりは

旭区出身の箏奏

者による邦楽コ

ンサートを予定。 

 ※新型コロナウイル

ス感染症の影響によ

り公演中止 

2-1 計 3回 

（5・8・1月） 

あさひ亭 

まねき寄席 

ホール 著名な真打ちや

若手落語家によ

る公演。今年度は

70 回目の記念回

をオープンデー

にて開催し、動員

を図る。 

[1月のみ実施] 

一般 2,000円 

中学生以下 1,000円 

ペア券 3,500円 

※当日 200円増 

 

※第 69回のみ実施 

84名 

2-2 計 6回 

（9・12・3月、

1日 2 

回公演） 

ワンコイン 

コンサート 

ホール 

 

若手音楽家によ

るクラシックア

ンサンブルのコ

ンサート。子供向

けと大人向けの 2

公演に分け、誰も

が気軽に音楽に

触れられる機会

を提供する。 

［12月・3月］ 

一般 500円 

［12月］ 

11:00の回 85名 

14:00の回 74名 

 

［3月］ 

11:00の回 147名 

14:00の回 126名 

 

2-3 

 

計 10回 

（学校 4回 

福祉 3回 

その他 3回） 

アウトリーチ 旭区内 

各所 

小学校や福祉施

設等へ、出前コン

サートやワーク

ショップを届け

る。オーディショ

ン受賞者への演

奏機会提供の場

も兼ねる。 

無料 学校 4回 

他施設 8回 
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3-1 計 12回 

9・10・11月（プ

レワークショ

ップのみ 8月） 

演劇 

ワークショップ 

ホール 

カルチャ

ー工房 

講師に文学座の

松井工を迎え、演

劇を通じたコミ

ュニケーション

のスキルアップ

を目指したワー

クショップ。今年

度は新しく脚本

の一般公募を試

みる。 

参加費 3,000円 ※新型コロナウイル

ス感染症の影響によ

り、急遽 ZOOMのワー

クショップに切り替

えて実施 

 

14名 

 

3-2 10月 サンハートアン

サンブルオーデ

ィション／レジ

デントアーティ

スト 

ホール 地域のアマチュ

ア音楽家や近隣

の音大生を対象

に、器楽を中心と

したアンサンブ

ルのオーディシ

ョン。入賞者は、

主催事業での出

演機会提供の他、

アウトリーチ事

業への参加アー

ティストとして、

地域へ積極的に

広報を行う。 

参加料 1組 5,000円 13組 

 

管楽ピアノデュオ 

4組 8名 

弦楽ピアノデュオ 

1組 2名 

室内楽 

8組 22名 

 

4-1 通年 

（月 1回） 

読み聞かせサポ

ーターによる「お

はなし会」 

ホール 

ロビー 

未就園児とその

保護者を対象と

した絵本の読み

聞かせ会。サンハ

ートの読み聞か

せ講座を修了し

た「読み聞かせサ

ポーター」が企画

運営を担当する。

館外からの依頼

も積極的に引き

受け、絵本の読み

聞かせを通じた

地域貢献を目指

す。 

無料 ※新型コロナウイル

ス感染症の影響によ

り公演中止 

4-2 通年 

 

すくすくキッズ 

プログラム 

ホール 

カルチャ

ー工房 

乳幼児を対象に、

初めて音や絵と

触れ合う機会を

提供するととも

に、子育ての合間

に子供連れで参

加可能な母親向

けのイベントを

開催する。 

ワンコインの午前中

枠にて実施 

 

ワンコインの午前中

枠にて実施 

※一部新型コロナウ

イルス感染症の影響

により公演中止 
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4-3 通年 

（月 1回） 

美音倶楽部 会議室 

 

サンハート独自

の真空管アンプ

を使った会員制

のレコード鑑賞

会を行う。 

1時間 100円 ※新型コロナウイル

ス感染症の影響によ

り未実施 

4-4 通年 運営サポーター ホール   ※新型コロナウイル

ス感染症の影響によ

りサポーター制度一

時中止 

4-5 通年 区民企画委員 ホール 

会議室 

区民の目線を通

してサンハート

ならではの企画

をプロデュース。

「バレンタイン

コンサート」と

「名画座」の企画

運営を行う。 

［名画座］ 

前売 700円 

当日 800円 

 

［ZOOM講座］ 

一般 1,000円 

［俺は待ってるぜ］ 

98名 

 

［ZOOM講座］ 

オンライン 19名 

聴講者 11名 

5-1 8月 オープンデー 全施設 全館で無料や低

価格のイベント、

さらに市民参加

型の催しを行い、

普段サンハート

を利用されない

方や家族連れが

気軽に施設に立

ち寄っていただ

くきっかけを提

供する。 

 ※新型コロナウイル

ス感染症の影響によ

り公演中止 

5-2 通年 ホールでピアノ

を弾いてみませ

んか？ 

ホール 

音楽ホー

ル 

サンハートホー

ルや音楽ホール

のフルコンサー

トグランドピア

ノを 1 時間単位

で試演できる企

画。 

1時間 2,000円 

2時間 3,800円 

延べ 596名 

5-3 7・8月 夏休み子ども体

験講座（ゴスペ

ル） 

 

ホール 

 

夏休みの数日間、

サンハートに集

まった小中学生

で一致団結し、集

大成となる発表

会を実施する。 

 ※新型コロナウイル

ス感染症の影響によ

り公演中止 

5-4 

 

通年 ウェルカムギャ

ラリー 

エレベー

ター横 

エレベーター横

にある窓際にレ

ンタルスペース

を設置し、宣伝ツ

ールとしても利

用できる自分だ

1ボックス 2,000円 延べ利用 12台 
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けの小さなギャ

ラリーを開催。 

5-5 7・8・11月 アートマーケッ

ト 

アートギ

ャラリー 

出店者による手

作りアート作品

を販売するイベ

ント。 

 ※新型コロナウイル

ス感染症の影響によ

りイベント中止 

6-1 通年 サンハート友の

会 

 固定顧客層への

優遇体制を整え、

顧客満足度向上

を図る。 

年会費 1,200円 会員数 57名 

 

6-2 通年 備品購入 

郵送費 

 チラシ用のカラ

ーペーパー購入

費や、他館へのチ

ラシ発送代など。 

  

6-3 通年 取材 

打合せ諸経費 

 その他諸経費   

 


